
次のページで全町内会長を紹介します
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。
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こんな活動をしています！
　加入については、お近くの町内会長や班長に
ご連絡ください。

地域安全
危険箇所の点検、交通事故防
止のための見守り活動、防犯
灯の設置・維持管理　ほか

自主防災
防災訓練の実施や、要支援者
の把握、災害時の安否確認・
避難誘導の協力　ほか

地域福祉・青少年育成
健康教室、独居高齢者世帯の
見守り活動、子ども会活動へ
の支援　ほか

環境美化
ごみステーションの維持管理、
道路・河川・公園の美化活動、
学校活動への協力　ほか

レクリエーション・交流活動
スポーツ大会、教養講座の開
催、町内会集会施設の維持管
理　ほか

情報提供・発信
イベント情報や重要な行政情
報などの回覧、まちづくり協
議会などと連携した行政への
情報提供（町内要望）　ほか
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